
塗り地図 都道府県を例に レシピその 2 

【用意するもの】 都道府県統計（帝国書院） 

Google スプレッドシート 

MANDARA-js 

 

（1）帝国書院の統計データを開き、「比較する」を選択する。 

 

（2）2022年と 2020年の比較になるようにする 

 

（3）両年のデータをコピーして Google スプレッドシートに貼る 

 

 

（4）増減量と増減率を計算する 

 

  

 

 

 

 

年を記入しておく 

2022 年の生産量セル 
2020年の生産量セル 

数式をコピーする 



  

 

 

 

 

 

 

（4）MANDARA-JSの日本地図を開き、それぞれの値を貼り付ける 

 

（5）米の生産量（2022）を棒グラフで表記する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）「重ね合わせセット」ボタンをクリックする 

 

 

 

  

 

2020年の生産量 100 倍（％）する 

目盛りは外す 

重ね合わせセット 

2022 年の生産量 



（6）米の生産量増減を選び、色分け図を描く（色分け例） 

 

 

 

  

（7）「重ね合わせセット」ボタンをクリックする 

 

（8）「複合表示モード」の「重ね合わせ」を開き、2つの地図が選択されてい

るかを確認する。 

 

 

 

（9）「描画開始」ボタンをクリックして地図の重ね合わせを見る。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（10）増減率でも描いてみましょう。 

 

 

【課題】都道府県別のデータを使って塗り分け＆図形表現図を作りなさい。 

    以下の条件を満たすこと 

 

（1）異なる年次の増減を色で表わす 

（2）人口、生産量など、現在の都道府県別の数値を図形で表わす。 

 

 

 

 

  

茶の生産と生産量の増減 
農業生産額と伸び率 

（2019～2022年） 


